














愛知県では健診の目的を,第一に軽,中等度難聴児の検出,第 2 に高度難聴児の最終チェッ

ク,第 3 に慢性耳鼻科疾患の検出(産出性中耳炎を含む)と,言語に影響を及ぼす軽,中等度

難聴児の検出に重点をおいた。その目的を遂げるために,一次スクリーニングを行う保護

者への質問表,自己検査,保健所での二次はいうまでもなく,精査機関での三次までのフロ

ーチャートとさの実施方法の基本的ラインを三歳児健診実行委員会が作成し,平成 4 年 9

月より開始されている。平成 4 年 9 月から平成 5 年 9 月までの約 1 年間に 10 例の両側難

聴児が検出されたのでその子供の健診内容,問題点につき報告する。


